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論文内容の要旨
本論文は，フェージング信号包絡線の統計的性質およびダイバーシチ特性の評価に関する研究の成
果をまとめたもので， 7 章で構成している。
第 l 章序論では，現今のフェージング通信路において，回線設計上解明が急がれている幾つかの問
題を概説し，本論文の目的と意義について述べている。
第 2 章では，フェージング下における信号包絡線の変動を記述する基本分布と，それらが適用され
る環境について要約したのち，有相関のフェージング変動に関連する諸問題の解析に必要な多変数の
結合確率密度関数について検討し 単純マルコフ鎖状相関の条件の下でレイリ一分布に対する結果を
m分布変数に拡張することにより， m分布の多変数確率密度関数を簡単な形で誘導している。本章で
は，更に，任意相関の下で， レイリー，仲上・ライス，及びこれらの一般化分布に対する多変数結合
特性関数の表現を，いずれも実用に適した簡潔な関数形で見出し，上記諸問題の解明に新たな展望を
与えでいる。
第 3 章は，マイクロ波の対流圏伝搬において，とりわけ大きい通信品質の劣化をきたし，回線設計
上，伝搬機構として想定されることの多い 2 波干渉フェージングの統計的性質について考察したもの
で上記フェージングの発生機構に基づき，特性関数法によって m分布 2 波干渉フェージング下の受
信信号包絡線の確率分布を明らかにするとともに，長距離伝搬において観測される極めて深いフェー
ジングの包絡線分布の推定，更に，直接波と鏡面反射波から受信波が構成される 2 波伝搬通信路につ
いて， 2 受信点間の電力相関係数を干渉波統計量により表現する関係式を誘導し，回線設計に有益な
知見を与えている。
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第 4 章では，フェージング下の電波干渉問題の解析に必要な信号包絡線の比の分布について考察し，
m 分布，一般化仲上・ライス分布，一般化仲上・ホイト分布に従うフェージング包絡線の比の確率密
度関数を，フェージング変動が独立な場合と相関を有する場合に分けて誘導するとともに，若干の条
件の下で、多変数分布への拡張を行っている。
第 5 章は，最大比合成ダイパーシチの統計的性質を，有相関 m分布フェージング環境下において考
察したもので，合成出力の特性関数を簡単な関数形で誘導し これを基礎にして 二重，三重のダイ
ノ fーシチ出力包絡線に対する確率分布関数の一般的表現を見出している。又 三重ダイバーシチの場
合には，フェージング深度に関係なく，単純マルコヲ鎖状相関プランチにおいて最も優れた改善効果
が期待できるという興味ある特性を明らかにしている。
第 6 章では，有相関の仲上・'ライス変数 2 乗和の特性関数を簡潔な形で導き，第 5 章で述べた m分
布変数に関する結果を併せ用いて 仲上・ライス及び、m分布フェージング下の非同期 FSK 信号に対
する非ダイパーシチ受信の平均多重誤り率 並びに非同期 FSK， DPSK 信号に対する多重ダイパー
シチ受信の平均誤り率(最大比合成法および検波後 2 乗則合成法) ，誤り率の超過時間率(最大比合
成法)のそれぞれに関して，上記フェージング信号包絡線の 2 乗和の特性関数と結びつけた表現を与
えることにより，実用の無線通信路の通信品質やダイバーシチ特性の評価を可能にしている。
第 7 章結論では，本研究の成果を総括して述べている。
論文の審査結果の要旨
フェージングは無線通信回線の設計に際して重要な課題となっている。本論文は フェージング通
信路におけるフェージング信号包絡線の統計的性質およびダイバーシチ特性の評価に関する研究をま
とめたもので，主要な成果を要約すると次の通りである。
(1) 相関を持つフェージング環境下における包絡線分布について，単純マルコフ鎖状相関の下での，
m分布の多変数結合確率密度関数を導き，また任意相関の条件での多変数結合特性関数の実用的
表現を見出している。
(2) 電波干渉時における受信信号包絡線の比の，確率密度関数を新しく誘導し，回線設計上有益な
知見を与えている。
(3) m分布フェージング通信路における最大比合成受信について検討し，フェージング特性とデイ
ジタル通信における誤り率特性との関係を明らかにし 有相関フェージング通進路における，多
重ダイバーシチ特性の評価並びにその改善について 新しい知見を得ている。
以上のように，本論文は，フェーギング通信路における信号包絡線の統計的性質およびダイパーシ
チ特性の評価に関して多くの重要な知見を得てむり，通信工学の発展に貢献するところが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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